
学力の定着と向上のために

令和3年度 新しい数学

学力調査等に見られるつまずきへの対応

つまずきへの対応
【 知識・技能 】

全国学力・学習状況調査では，多くの課題や生徒のつまずきが明らかになっ
ています。「新しい数学」では，正答率の低い問題や特定の誤答が多い問題
を分析し，内容の取り扱いをていねいにしています。
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中数Ａ－３

68.0%

正答率

9.7%

無答率

数量の関係を文字式で表すこと

簡単な2元1次方程式を解くこと

2年 p.45

1年 p.68

5mをagでわればよいと考えて，間違える
生徒が多く見られます。小学校で学習した
数直線図を再度取り上げ，数量関係を正し
く捉えられるようにしました。

y＝～の連立方程式を，Qで扱っています。
式の形に着目して，加減法か代入法を選ん
で解き，「学びをふり返ろう」でそれらを
統合的に捉え，大切な見方・考え方として
まとめています（ 　    マークの囲み）。

y = ～の連立方程式の取り扱い

平成29年度 全国学力・学習状況調査 数学Ａ 大問2 (1)

平成26年度 全国学力・学習状況調査 数学Ａ 大問3 (4)

数直線図で数量関係を把握

ポイント!

ポイント!

57.4%

正答率

7.8%

無答率 主な誤答例

10.9%
5
a

主な誤答例

3.2%

1.6%

xの値のみを正しく解答
yの値のみを正しく解答

この資料は，令和３年度中学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。３教　内容解説資料



学力調査等に見られるつまずきへの対応
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55.6%

正答率

反比例の表から比例定数を求めること

折り目の線と角の二等分線の関係の理解 平成30年度 全国学力・学習状況調査 数学Ａ 大問4 (2)

1年 p.142

1年 p.173

反比例の表やグラフから式を求める活動を，本文のQで取
り上げ，反比例の表，式，グラフを相互に関連づけて捉え
る力が養えるようにしています。

角の二等分線の導入では，角の２辺が重なるように折る活動を
取り上げ，具体的な操作と作図を結びつけて捉えられるように
しています。

反比例の表，式，グラフを関連づける

操作的な活動を重視

ポイント!

ポイント!

35.5%

正答率

20.3%

無答率

主な誤答例

15.9%6，3のいずれかを解答

0.7%

無答率

主な誤答例

25.2%イ
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平成29年度 全国学力・学習状況調査 数学Ａ 大問10 (3)



学力調査等に見られるつまずきへの対応

n角形の内角の和を求める式 180°×(n−2)におけるn−2 の意味

2年 p.98，99

n角形の内角の和の求め方を
説明する活動では，表から類
推するだけでなく，（n－２）
個の三角形に分けられる根拠
を明確にした説明を重視して
います。

説明の根拠を
意識づける

ポイント!

（３）図１のように， n 角形を１つの
頂点からひいた対角線によって，
いくつかの三角形に分けて考える
と， n 角形の内角の和は，
１８０°#（ n-２）� �

で表すことができます。

例えば，六角形の場合，図２の
ようにして内角の和を求めること
ができます。
１８０°#（６-２）＝１８０°#４

� ＝７２０°

n 角形の内角の和を表す式
１８０°#（ n-２）

の（ n-２）は， n 角形において何を表していますか。下のアから� �
オまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　頂点の数

イ　辺の数

ウ　内角の数

エ　１つの頂点からひいた対角線の数

オ　１つの頂点からひいた対角線によって分けられた三角形の数

図１

図２

中数Ａ−16
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48.3%

正答率

1.0%

無答率

主な誤答例

19.9%

15.6%

ア
ウ

(辺の数－2)個の三角形に
分けられることを，
根拠を明らかにして，
ていねいに説明しています。

平成26年度 全国学力・学習状況調査 数学Ａ 大問6 (3)



学力調査等に見られるつまずきへの対応

・ 与えられた説明を振り返って考え，式変形の目的をとらえること
・ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明すること

60.3%

（2）正答率

17.5%

（2）無答率

58.3%

（1）正答率

9.3%

（1）無答率

中数−19

拓斗さんと若菜さんは，連続する３つの奇
き

数
すう

の和がどんな数になる
かを調べています。

� １，� ３，� ５のとき　� １+� ３+� ５＝� ９＝３#� ３
� ５，� ７，� ９のとき　� ５+� ７+� ９＝２１＝３#� ７

１３，１５，１７のとき　１３+１５+１７＝４５＝３#１５

拓斗さんは，これらの結果から次のことを予想しました。

予想１

連続する３つの奇数の和は，中央の奇数の３倍になる。

上の予想１がいつでも成り立つことは，次のように説明できます。

説明１

n を整数とすると，連続する３つの奇数は，
２n+１，２n+３，２n+５と表される。
それらの和は，
（２n+１）+（２n+３）+（２n+５）
＝２n+１+２n+３+２n+５
＝６n+９
＝３（２n+３）
２n+３は中央の奇数だから，３（２n+３）は中央の奇数の３倍
である。
したがって，連続する３つの奇数の和は，中央の奇数の３倍である。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）説明１では，６n+９を３（２n+３）と変形しています。このよ
うに変形するのは，次のことを示すためです。 に当ては
まる式と， に当てはまる数を書きなさい。

連続する３つの奇数２n+１，２n+３，２n+５の和が，中
央の奇数を表す式である の 倍であること。

９

中数−20

（２）二人は，連続する４つの奇数や５つの奇数の和について考えるこ
とにしました。若菜さんは，連続する５つの奇数には中央の奇数が
あることから，中央の奇数に着目して連続する５つの奇数の和につ
いて調べました。

� １，３，５，７，� ９のとき　１+３+５+７+� ９＝２５＝５#５
３，５，７，９，１１のとき　３+５+７+９+１１＝３５＝５#７

若菜さんは，これらの結果から次のことを予想しました。

予想２

連続する５つの奇数の和は，中央の奇数の５倍になる。

上の予想２がいつでも成り立つことを説明します。下の説明２を
完成しなさい。

説明２

n を整数とすると，連続する５つの奇数は，
２n ＋１，２n ＋３，２n ＋５，２n ＋７，２n ＋９と表される。
それらの和は，

（２n＋１）＋（２n＋３）＋（２n＋５）＋（２n＋７）＋（２n＋９）
＝

平成31年度 全国学力・学習状況調査 数学 大問9

つまずきへの対応
【 活 用 】

全国学力・学習状況調査の活用型の問題では，記述式の問題の無答率の高さ
が指摘されています。「新しい数学」では，「事柄・理由・方法」を説明させ
る活動や問題を多く取り上げ，思考力・表現力が高められるようにしています。



学力調査等に見られるつまずきへの対応

式による説明では，記述の
指導に焦点を当てるだけで
なく，目的に応じた式変形
ができるようにし，説明を
振り返って考察を深めるこ
とが重視されています。そ
こで，本文のQに①，②…
のステップを設け，それら
の過程を重視した活動が行
えるようにしました。

式による説明では，
過程を重視した
活動を設定

目的に応じた式変形を
考えるきっかけとなる
発問です。
3×(整数)の形に
変形すればよいことを
しっかりおさえます。

説明を振り返って
新しい性質を見いだす
発問です。

問題の条件を変えて
共通点に着目し，
さらに学びを深める
発問です。

2年 p.22

ポイント!



学力調査等に見られるつまずきへの対応

発展的に考え，条件を変えた場合について，証明の一部を書き直すこと

平成30年度 全国学力・学習状況調査 数学B 大問4 (2)
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43.3%

（2）正答率

6.0%

（2）無答率



学力調査等に見られるつまずきへの対応

2年 p.147

図形の証明の学習では，ことがらの条件を変えて発展的に考えることで，問題の本質に迫る
深い学びにつながります。そこで，本文の例と問を，単に証明の練習問題ではなく，
相互に関連づけて扱い，統合的・発展的な考察が行えるようにしました。

図形の証明では，
統合的・発展的な
考察を重視

問３では，
２点E，Fの
とり方を変え
て，考えます。

虫めがね(　   )
マークでは，
共通点に着目
して，考えを
深めます。

ポイント!



学力調査等に見られるつまずきへの対応

18.0%

（3）正答率

30.6%

（3）無答率
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中数B－１３

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

平成29年度 全国学力・学習状況調査 数学B 大問5 (3)



学力調査等に見られるつまずきへの対応

章末問題では，スマートフォンの使用時間と睡眠時間の題材で，データの傾向を捉え，
説明する力が高められるようにしています。無答率が高いことへの対応として，巻末解答に
「説明のポイント」を設け，記述の参考になるようにしました。

データの傾向を捉え，
説明する力を高める

1年 p.243　章の問題B  「活用の問題」

1年 p.287　巻末解答

データを層別
して分析する
という文脈に
しています。

(2)は，相対度
数の必要性を，
(3)は，２つの
折れ線を比較
して説明する
問題です。

巻末解答の「説明のポイント」では，
2つの折れ線のどこに着目して比較し，
説明すればよいかがわかります。

ポイント!



高校入試・大学入試への対応

― 3  ―

3 図のように，関数 y＝
1
2
x2 のグラフ上に 2 点 A，B があり，その x座標はそれぞれ － 4，2 である。ま 

た，直線 AB と y軸の交点を C とする。

次の問いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは 1 cm とする。

⑴　直線 OB の傾きを求めなさい。

⑵　△OAC の面積は何 cm2 か，求めなさい。

⑶　△OAC と △BCD の面積が等しくなるように，y軸上の正の部分に点 D をとる。

①　点 D の y座標を求めなさい。

②　点 B を通り，四角形 OADB の面積を 2 等分する直線と，直線 AD の交点の座標を求めなさい。

y y x＝

x

放物線と直線の交点の座標から，平面上の三角形の面積を求めること

― 3  ―

3 図のように，関数 y＝
1
2
x2 のグラフ上に 2 点 A，B があり，その x座標はそれぞれ － 4，2 である。ま 

た，直線 AB と y軸の交点を C とする。

次の問いに答えなさい。ただし，座標軸の単位の長さは 1 cm とする。

⑴　直線 OB の傾きを求めなさい。

⑵　△OAC の面積は何 cm2 か，求めなさい。

⑶　△OAC と △BCD の面積が等しくなるように，y軸上の正の部分に点 D をとる。

①　点 D の y座標を求めなさい。

②　点 B を通り，四角形 OADB の面積を 2 等分する直線と，直線 AD の交点の座標を求めなさい。

y y x＝

x

3年 p.119

入試対応の問題を，教科書でも取り
上げてほしいという先生方の声にお
応えし，特にご要望の高い「放物線
と直線」の問題を，本文の例と問で
取り上げました。基本的な問題を確
実にできるようにして，入試に対応
できる力につなげます。

放物線と直線の問題を
本文に掲載

ポイント!

入試への対応
各都道府県の公立高校入試では，典型的な問題のほか，全国学力調査の活用型の
問題や，今求められている思考力を問う問題も増えてきています。「新しい数学」
では，入試で問われる学力を日々の授業で身につけていけるようにしています。

兵庫県　公立高校入試2019年　大問３



高校入試・大学入試への対応

1年 p.191

1年 p.297-301
巻末紙教具

正多面体の体積

正多面体は，入試でもよく
出題されますが，空間図形
の見方を養うには，模型を
実際に手に取って観察する
経験が大切です。そこで，
正多面体の学習を本文のQ
で扱い，巻末付録で正多面
体の模型を作って，観察す
る活動が行えるようにして
います。

観察・操作を重視した
正多面体の学習

ポイント!

はさみとテープは
不要です。タブを
切り込みに入れて
組み立てることが
できます。

５種類すべての
正多面体の模型を
作ることができます。

埼玉県　公立高校入試2018年 大問２(2)



九九表から数のきまりを見いだし，説明すること

1年0章では，小学校との橋渡し教材として，九九表を使った活動を扱っています。
生徒が九九表から見つけるきまりは，文字を使って説明できるものもあります。
それらを２，３年で扱うことで数表の見方が豊かになり，説明する力がついていきます。

九九表の発展性

ポイント!

1年 p.10,11　学び方のページ

滋賀県　公立高校入試2018年 大問2(3)，(4) 

高校入試・大学入試への対応



2つの数量の間の関係を1次関数とみなして，問題を解決すること

2年 p.94

日常生活の問題を数学で解決し
ようとするとき，１次関数とみ
なすといった理想化の考えが大
切です。そこで，本文や章末で
豊富な問題を用意し，問題解決
の考え方や方法の理解が深まる
ようにしています。

１次関数とみなして
解決する方法を重視

ポイント!

記述式問題では
・グラフの特徴をもとにして，
  1次関数とみなすことの説明
・式やグラフなどを用いて，
  標高を予想する方法の説明
  を取り上げています。

山梨県　公立高校入試2017年　大問　３

高校入試・大学入試への対応



平行四辺形がひし形になる場合の条件を考えること

数　7

4 �　ある学級の数学の授業で，先生から下の【課題】が提示されました。上田さんたちは，この【課�
題】について各自で考えた後，グループで自分たちの考えたことを話し合いました。

【課題】

この【課題】に対して，上田さんと高橋さんは，自分のノートに下のような図をそれぞれかきま�

した。

上田さんたちは，自分たちがかいた図から，四角形ＥＤＣＦはどんな形になるのかを考えること�

にしました。

上田「�僕と高橋さんがかいた図を見ると，四角形ＥＤＣＦはどちらも平行四辺形になってい

るように見えるね。」

高橋「本当だね。中村さんと森山さんのかいた図はどんなふうになったの ?」

中村「�私がかいた図でも，上田さんや高橋さんと同じように四角形ＥＤＣＦは平行四辺形の

ようになったわ。」

森山「私のかいた図では，四角形ＥＤＣＦはひし形のようになったわ。」

高橋「ひし形は平行四辺形の特別な場合だよね。」

上田「�そうだったね。みんなの図から，△ＡＢＣがどのような三角形でも，四角形ＥＤＣＦ

は平行四辺形になると予想できるね。」

森山「�そうだね。それにしても，どんな条件を加えれば，四角形ＥＤＣＦがひし形になるの

かな。」

△ＡＢＣの辺ＢＣ上に ＢＤ ＝ 2 ＣＤ となる点Ｄをとります。辺ＡＢと線分ＡＤの中点を�

それぞれＥ，Ｆとします。このとき，四角形ＥＤＣＦはどんな形になるでしょうか。

A
上田さんがかいた図

B D C

E F

A
高橋さんがかいた図

B D C

E F

この入試問題では，問題の条件に合った
図をかいて見つけた性質を証明したり，
条件を加えるとどうなるかを考察させて
います。このような活動を授業でも取り
組みやすくするため，「Dマーク（デジ
タルコンテンツ）」を活用して，観察・
操作ができるようにしています。

ICTを活用して
図形の学習を深める

ポイント!

3年 p.149　深い学びのページ

Dマーク（デジタルコンテンツ）

頂点を動かして考えよう

広島県　公立高校入試2019年　大問　4(1)，(2)　

高校入試・大学入試への対応




